
熊本県における
みどり認定の状況について

令和７年８月２２日（金）
熊本県農業経営アドバイザー連絡協議会「勉強会」

熊本県農業技術課
みどりの農業推進班





全国及び熊本県みどり認定状況について①

１ 全国及び都道府県別認定状況

熊本県全国３位
１位 福井県
２位 岩手県

農水省HPより参照



314 

2 7 1 1 1 4 1 10 4 2 20 34 
15 

493 

18 34 4 7 

182 

4 0 1 1 0 5 1 

295 

23 
45 

11 7 0 0 3 1 0 0 0 0 0 0 1 0 1 2 
0

200

400

600

熊
本
市

宇
土
市

宇
城
市

美
里
町

御
船
町

嘉
島
町

益
城
町

甲
佐
町

山
都
町

菊
池
市

合
志
市

大
津
町

菊
陽
町

荒
尾
市

玉
名
市

玉
東
町

和
水
町

南
関
町

長
洲
町

山
鹿
市

阿
蘇
市

南
小
国
町

小
国
町

高
森
町

産
山
村

南
阿
蘇
村

西
原
村

八
代
市

氷
川
町

水
俣
市

芦
北
町

津
奈
木
町

人
吉
市

錦
町

あ
さ
ぎ
り
町

多
良
木
町

湯
前
町

水
上
村

相
良
村

五
木
村

山
江
村

球
磨
村

天
草
市

上
天
草
市

苓
北
町

県
外

314 10 17 60 571 182 12 318 63 4 2 2

県

央

宇城 上益城 県北 玉名 鹿

本

阿蘇 県南 芦北 球磨 天草 県

外

認
定

者
数

（
人

）

熊本県 1,555人
（R7年3月末時点）

全国及び熊本県みどり認定状況について②

３ 業種別認定状況（R7年3月末）

業種 認定者数（人）

耕種農業 1,553

畜産業 2

林業 0

漁業 0

計 1,555

４ 事業活動類型ごとの認定状況（R7年3月末）

事業活動の類型
認定数
（件）

現状値
（ha）

目標値
（ha）

①土づくり及び化学肥料・化学農薬
の使用低減

1,317 1,085 1,257

②温室効果ガスの排出削減 237 69 99

③農林水産大臣が定める事業活動 12 57 64

計 1,566 1,211 1,420

２ 市町村別認定状況（R7年3月末）



「みどり認定」の計画申請から認定までの流れ 【耕種・畜産部門】

第五章 雑則
（報告の徴収）
第四十六条 都道府県知事は、認定農林漁業者に対し、認定計画
の実施状況について報告を求めることができる。

２ 主務大臣は、認定基盤確立事業者に対し、認定基盤確立事業
  実施計画の実施状況について報告を求めることができる。

第六章 罰則
第五十一条 第四十六条第一項又は第二項の規定による報告をせ
ず、又は虚偽の報告をしたときは、その違反行為をした者は、
三十万円以下の罰金に処する。

①提出依頼

委託先

③報告

④とりまとめ報告農水省

※いずれも１回/年

農業者【団体申請】

②提出

団体
①提出依頼

②取りまとめて
提出

農業者【個人申請】

①申請

委託先

⑤審査
結果報告

⑥認定確認・決裁

⑦認定通知発送

④審査

畜産課

情報共有

団体支援課※

※畜産経営環境調和推進資金認定

③申請書類の不備
確認、申請受付

農業者 団体

関係団体等

①一覧表に取りまとめて申請

市町村

農業普及・振興課

【個人申請】

【団体申請】

各組織は、農業者の
計画書作成を支援

⑧認定者の一覧発送

市町村

②進達
(年４回)

・別記様式第１号（計画書）
・別記様式第４号（鏡文）
・チェックリスト
・土壌診断書※

※土づくり、減農薬、減化学肥料に取組む場合のみ

提出書類

・農業者からの申請書類
・進達文(一覧表は不要)

提出書類

⑧認定者の
一覧発送

受付時に、申請書類や
添付書類(土壌診断書)
が揃っているか確認

市町村

農業技術課

⑤市町村別に報告

農業技術課

申請書類に不備があった場合は、
農業者へ連絡、修正

実施状況確認フロー図

計画申請フロー図

法律記載事項（一部抜粋）

ＨＰから
ダウンロード
可能
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10月R7年4月 5月 6月 7月 8月 9月 11月 12月 R8年1月 2月 3月

申請受付時期と認定日

「みどり認定」の申請受付期間等について

県認定市町村申請受付期間

①
７月認定

●

●

●

●

申請受付期間（市町村） 申請受付期間（県） 認定日の目安

① 5月1日～ 5月22日 5月29日～ 6月9日 7月下旬

② 7月1日～ 7月22日 7月29日～ 8月7日 9月下旬

③ 10月1日～10月22日 10月29日～11月7日 12月下旬

④ 1月6日～ 1月27日 1月28日～ 2月6日 3月下旬

②
９月認定

③
１２月認定 ④

３月認定

県申請受付期間

審査

審査

審査

●審査

終了

終了



○化学肥料・化学農薬の使用低減に必要な設備等を
新たに導入した場合に、特別償却 （機械等32％、
建物等16％）の適用を受けられる
対象者：青色申告を行う農業者又は団体(構成員も対象）

対象設備等（機械と一体的に整備する建物も対象）：
①取得価額の合計が100万円以上であること
②農水省HPに掲載された対象機械であること
③計画認定後、令和8年3月31日までに導入したもの

①資金の貸付
○ 農業改良資金の貸付 （償還期間10年→12年）
○ 畜産経営環境調和推進資金の貸付 等

②みどり投資促進税制

〈対象設備のイメージ〉

野菜用畝立同時局所施肥機 マニュアスプレッダー ラジコン草刈り機 自動灌水施肥装置（環境制御装置）

✓計画申請と機械導入のタイミングに注意
計画認定前の機械等導入は税制適用外

③国庫補助金の優先採択（一部抜粋） ④くまもとグリーン農業マークの利用

○「くまもとグリーン農業マーク※」を
利用可能

※別途「生産宣言」が必要
      ┗ 「生産宣言」を行うことで

地下水と土を育む農業育成
事業（県単）が活用可能

○対象事業
・みどりの食料システム戦略推進交付金

・グリーンな栽培体系加速化事業
・有機農業拠点創出・拡大加速化事業
・有機転換推進事業（みどり認定が要件）

・強い農業づくり総合支援交付金
・産地生産基盤パワーアップ事業

みどり認定のメリット



くまもとグリーン農業

○「くまもとグリーン農業」とは、土づくりを基本に、化学肥料や化学合成農薬
を慣行栽培より減らした、環境にやさしい農業のこと。

○「くまもとグリーン農業」の取組みを広げるため、グリーン農業に取り組む
生産者は「生産宣言」を、グリーン農業の役割を理解し、販売・購入により
応援する消費者は「応援宣言」をしていただくことで、県民運動として進め
ています。

○くまもとのきれいで豊かな地下水と自然環境を守るため、生産者だけでなく
   消費者のみなさんにも積極的な参加をお願いしています。

【取組制度】
・JAS法有機農産物
・有作くん１００
・有作くん
・特別栽培農産物
・みどり認定


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8

